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その名は、触れるもの全てを黄金に変えたギリシャ神話に登場するミダス王に由来して
います。ドイツ製の材料で、ミダスメタルでコーティングした表面は 90% 以上が
金属そのものとなり、色合いはもちろん、その触感や硬さもまさに金属そのものです。
金属が酸化により変化するように、ミダスメタルも同様に、使用金属に応じた経年変化を
楽しむことができます。もちろん再度磨き出しを行うことも可能です。ミダスメタルは、
塗装という概念を超えた、メタルスキンと呼ぶにふさわしい革新的なコーティング技術です。

ミダスメタルは、様々な対象物において、

下地をそのまま活かして金属そのものの外観･触感を

表現することができるコーティング技術です。
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下記金属の他にも、床材や外装に適した特別配合の金属素材もございます。
また、ご要望に応じた色調の調整も可能です。
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ミダスメタルの施工方法は、

下地の材質模様をそのまま活かして

施工をしたり、スプレー、刷毛、

ローラー、こて等、様々な表現方法に

応じることができます。

施工方法

MDF・木材・ガラス・プラスチック・

金属・アクリル・コンクリート等、

多岐にわたり適用可能です。

下地材料

株式会社 か数

当社では触ったもの全てを金属に変える
ミダス王由来のミダスメタルの特徴を活かし、
施工するあらゆるものを本物の様な金属に変え、
見る人全てを圧倒させるインパクトある
アート的な施工をさせて頂きます。
和から洋まで、様々なシーンの演出に
いかがでしょうか。

ご不明な点は
か数までお問い合わせ下さい。
email:Kakazu@kk-kakazu.co.jp


